
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)米国労働省資料より上記各社作成。 

米国経済の期待インフレ率(上図:米国 5 年国債ベース)は依然高水準にある。インフレ

率+失業率(ミザリー指数)が 10%前後の高い状態は、中間選挙や 2 年後大統領選挙等で重

要な政治的課題となる。このためバイデン政権にとってもインフレ率を抑込むことは喫緊

の課題である。しかし、今回のインフレはエネルギー価格高騰だけでなく、米国内の雇用

のミスマッチ要因が大きな要因となり始めている。失業率の 3.5%は完全雇用の状態と言

え、この状態での雇用のミスマッチの改善には踏み込んだ経済構造改革が必要となる。 
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